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副会長　木村　公康君
本日は、飯田会長が公務出張

の為、代わってご挨拶申しあげ
ます。
佐世保ロータリークラブ創立60
周年の記念事業の最後となりま
した「ハイスクール茶会 in ハウステンボス」
が、先週の土曜日に開催されました。
当日は一日中、小雨が降る生憎の天気でし
たが、36名の会員の方々にお手伝いいただき、
無事に終了致しました。まことに有り難うご
ざいました。
佐世保市内外の11の高校の茶道部の生徒さ
んが、この日の為に他のスポーツ競技と同じ
ように練習を重ねてこられました。あの広い
ハウステンボスの中で、1,000名以上のお客
様にお手前を披露された事は、高校生達にも
素晴らしい想い出になった事と思います。
また、長崎国際大学の学生や職員の方々、

長崎国際大学ローターアクトのメンバーの
方々も、朝早くから終了まで雨の中、協力し
ていただきました。本当に感謝いたします。
最初は何故、ハウステンボスで行うのかな
と思いましたが、今では、ハウステンボスだ
からうまくいったのではないかと思います。
皆様、お疲れさまでした。
本日の卓話はプログラム委員会の加納委員

長の卓話です。美味しい缶詰の食べ方を教え
ていただけると期待しています。
本日、11:00より行われました第12回理事

会の報告をします。
本年度 クラブ協議会は6月22日貉 1回のみ
とする。6月29日貉の最終例会を、創立60周
年記念事業を振り返り感謝する例会とし、55
周年～59周年のパスト会長への感謝状、また、
入会40年以上の会員の永年表彰を行うことに
しております。多くの会員のご出席をお願い
します。

○国歌「君が代」
○ロータリーソング「奉仕の理想」
○ビジター
佐世保南RC 太田　博道君

幹事　古賀　　巖君
１．国際ロータリー日本事務局
公益財団法人ロータリー日本財団が、7月
からの寄付に関する変更事項
年次寄付、使途指定寄付、恒久基金も税
制上の優遇措置の対象となります。
（寄付の種類説明は、回覧に入っております）

会　長　挨　拶
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2010～2011年度 R.I.会長 レイ・クリンギンスミス（カークスビルRC・アメリカ） 
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２．第2740地区ガバナー事務所
地区ホームページ
5月20日・24日・30日更新のお知らせ

３．福江ロータリークラブ
会長　有川　一男君

RYLA実行委員長 牟田　宣昭君
①第32回RYLAセミナー登録・参加のお礼
②アンケート・感想文提出のお願い（当日
お配りした用紙に記入）

４．ハウステンボス佐世保ロータリークラブ
2011-2012年度会長　小島　隆志君

2011～2012年度 佐世保市長訪問のご案内

訪問日時：平成23年7月11日豺 午前10時
集合場所：佐世保市役所 １階ロビー

午前9時45分集合

５．大村ロータリークラブ
週報№28～37

６．日本赤十字社　長崎県支部
支部長　中村　法道様

これまでの多額の社費の貢献に対して、日
本赤十字社定款に基づき「特別社員」の称
号贈呈

７．佐世保市長 朝長　則男様
東日本大震災義援金お礼

■60周年記念事業部会
副部会長　安部　直樹君

5月28日ハイスクール茶会 in
ハウステンボスの事業には、36
名の会員の方に参加して頂きま
した。雨の降る厳しい条件の中
でしたが、参加11校の各ブース
に100個の菓子を用意しておりました分が全
てはける盛況ぶりで、1,400名程の来場者数
であったと思います。東日本大震災の義援金
も14万円程集まりまして、高校生のパワーを
感じ取る催しとなりました。

■60周年記念実行委員会 古賀　　巖君
5月25日貉の例会終了後、飯田会長・長島正

副実行委員長・増本副幹事・それと私、計4名
で台南RCより届いた義援金85万円と長崎国
際大学RACが街頭募金やバザーにより集めた
義援金15万円、計100万円を佐世保市長のも
とへ届けてきました。尚、この義援金は市長
会を通じて現地の方に贈られるそうです。

■第5グループガバナー補佐 福田　金治君
交換留学生のケイト・マクマホ
ーンさんの緊急避難で、佐世保
RCが5月末までホストクラブと
して担当しておりましたが、6月
より地区青少年交換留学生委員
会が担当する事になりましたので報告してお
きます。

■地域発展・人間尊重委員会
副委員長　円田　　昭君

6月5日豸、名切公園噴水広場
前に9時50分に集合頂きまして、
空き缶清掃キャンペーンを行い
ます。今年度最後の対外活動に
なろうかと思いますので、多く
の会員の参加をお願いいたします。

■次年度親睦活動委員会
委員長　円田　浩司君

役員交代式及び記念ゴルフ大
会の案内状をご自宅に送付させ
ていただいておりますが、現在
のところ交代式47名、記念ゴル
フ大会12名の参加の返事をいた
だいております。7月2日貍役員交代式、6月
11日貍記念ゴルフ大会となっておりますの
で、より多数の参加をお願いいたします。尚、
今週末までに返事を頂ければ幸いです。
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親睦活動委員会　高橋　理一君

木村　公康副会長、古賀　　巖幹事
福田　金治君、納所　佳民君
遠田　公夫君、増本　一也君
中島　祥一君、梅村　良輔君
石井　正剛君、幸良　秋夫君
松尾　文隆君、富永　雅弘君
松本　由昭君、大野　高広君
平尾　幸一君、米倉洋一郎君
才木　邦夫君、山下　尚登君
有薗　良太君、小川　芳寛君
久富　洋一君
加納洋二郎さんの卓話に期待して。

山縣　義道君
ハウステンボスで開催されたハイスクール

茶会は雨の中でしたが、無事終了することが
できました。裏千家は5校参加させていただ
き、生徒がお手前を披露する機会となりまし
た。裏千家佐世保支部長としてお礼申しあげ
ます。

川冨　正弘君
おかげさまで、忘れていた結婚30年記念日
を無事に過ごすことができました。
お祝いありがとうございました。

遠田　公夫君
緊急避難で交換留学生ケイトをホストして
おりますが、次なるホストクラブ、ホストフ
ァミリーが決定した由、ホッとしました。
福田さん、色々お骨折りご苦労さまでした。

安部　直樹君
ハイスクール茶会、ご苦労様でした。雨の
中、沢山のお客様を迎え盛会裡に終了しまし
たことを、お礼を含めてご報告致します。

橘F 克和君
5月28日貍のハイスクール茶会 in ハウステ

ンボスでは、台風接近の大雨の中ではありま
したが、36名もの会員の皆様にご出席頂きま
した。おかげ様で事業も大成功でございまし
た。心より感謝申しあげます。

指揮　井手　孝邦君
「花の街」合唱

「たかが…　されど…」
会員　加納洋二郎君

プログラム委員会の加納です。
今期も残すところ1ヵ月となりま
した。これまでプログラム委員会としまして
は、皆様からの情報やらお手伝いを頂きなが
ら卓話の時間をとり進めて参りました。また
60周年ということで、月に1度の60周年タイ
ムを設けて頂いて委員会としては大変助かり
ました。このような幸運は少なくとも10年に
1度ということになりますので、大変感謝致
しております。

平成12年3月の卓話では“わがハンドボー
ル人生30年”という演題で卓話をさせて頂い
ておりました。いまや40年ということになり
ますが、若干その部分に触れたいと思います。
中学の時に、当時冬の中体連で行われていた
競技で出会い…高校で初めて正式なクラブに
入り、腐れ縁で学生、社会人チームで携わっ
てきました。その関係で、今は鬼木体育協会
会長のもとに、飯田会長の水泳協会会長とお

卓　　話

ニコニコボックス

歌 の 時 間

ニコニコボックス 本日合計 31,000円

累　　計 744,000円

◇



なじく、佐世保協会の会長をやらされており
ます。
実は小学校時代はドッチボールが苦手な少
年で、なんでそれがハンドボールをやるよう
になったのか、どうも自分を分析すると、ド
ッチボールが苦手ではなくて負けることが嫌
なので、勝負できないというような精神だっ
たと思います。ほんのちょっとのきっかけが
縁で不思議なものです。高校時代は、当時先
輩が全国準優勝を成し遂げて、我々の代にか
わり強烈なプレッシャーに押しつぶされてお
りました。しかし、それもまた得難い経験と
なっています。今は協会の長として、少しで
もハンドボールを通じて、若い子どもたちに
前向きな経験をさせたいというのが私の信条
であります。
平成25年には「長崎がんばらんば国体」が
開催されます。これから何かと皆様にご協力
をお願いすることになりますが、宜しくお願
い申しあげます。

長崎県は、缶詰発祥の地です。長崎県の人
はトマトサーディンという言葉を使っておら
れますが、実は造語でありまして、「イワシ
のトマト漬け」が日本語で、海外では
「SARDINE IN TOMATO SAUCE」と表記し
ます。
昔、缶詰（イワシ、さば、みかん）は輸出

品で、外貨獲得の品でした。商社マンが九州
に来て買い付け、1ドル360円の時代は今の中
国みたいな輸出国。長崎県で缶詰工場が8工
場あったとのこと。わが社がその8番目の会
社でありました。その後、幻のイワシと言わ
れるくらいに激減、わが社は水産から農産へ
変化、それが逆に今となっては、農産と水産
の二つの柱を持つことがリスクヘッジにもな
っています。

東日本大震災は業界にとって、これからも
しばらく影響が出そうです。漁船、水揚げ地、
製缶工場等の被災から復興の見通しはまだ不
明です。

最後にわが社の現状を紹介します。フィリ
ピン進出に挑戦しましたが、現地の治安が悪
化してやむなく閉鎖、インドネシアへの技術
指導がきっかけで、今はスラバヤに水産加工
工場があります。
最近は中国からの他国ヘシフトの傾向があ
り、忙しくなってきています。マレーシアへ
進出しましたが、最初は合弁で文化の違いで
苦労しました。今は良きパートナーです。メ
キシコへの進出、日本で獲れなくなったイワ
シ原料確保から現地に加工工場を設立。
東南アジアは、この3年ほどで眼を見張る

ものがあります。我々は食品という狭い視野
でしか見ることはできませんが、明らかに昔、
開発途上国といわれた国々が急激な勢いで成
長しています。その中で、これからの日本は
どのような成長策をとるのか十分に見極めな
がら、これからの展開を考えていかなければ
と思っています。ありがとうございました。
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クラブ会報委員会 委 員 長 松尾　文隆　　委　員 石井　正剛・幸良　秋夫
副委員長 納所　佳民　　 高橋　理一

（今週の担当：松尾　文隆）
（カメラ担当：納所　佳民）

＊次回例会予告＊

会場　富士国際ホテルに変更

卓話者　久村　貞男様
「佐世保の大昔は面白い！」


